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4,785.0 1,394.3 2,490.3 2,739.5 
280.4 
140.6 
798.3 
1,326.0 
2,545.3 
865.4 
128.6 
769.5 
2,186.3 
3,949.8 
5,344.1 
260.7 
８０．０ 
508.5 
298.6 
1.147.8 
213.0 
７６．３ 
559.6 
723.2 
1,572.1 1,005.9 
出所：CentralBankofSriLanka,BankingDepartment資料より作成
②カテゴリーⅡ…伝統的輸出品（茶・ココナッツ・ゴム）を除く輸出
の促進・発展
③カテゴリーⅢ…カテゴリーＩ以外の農漁業の促進・発展
④カテゴリーⅣ…貿易・商業・事業に対して，商業用自動車購入・機
械建物の建設および中央銀行が決定するその他目的
これらには,優遇金利(例えばカテゴリーⅣで１０％＋仲介信用機関のマー
ジン４％）が与えられる。この中央銀行のリファイナンスは，金融自由化
と通貨供給量抑制政策の効果を減殺するために，９１年には輸出信用を中
心にして合理化され，また金利も引き上げられた。しかし脆弱な国内商工
業を救済するカテゴリーⅣの伸びは著しい。ここでも構造調整プログラム
は，玉突き状にして問題を潜行させているのである。
すでに述べたように，構造調整プログラムでは，高金利の原因は，①財
ＩＭＦ・世銀の構造調整政策と途上国財政２３３
政赤字によるクラウディング・アウト効果と，②２大商業銀行が公社・公
企業の巨額の不良債務を抱え，かつコスト意識の低い公企業に対して商業
銀行側も審査能力が低く行政コストが高いという制度的要因に求められ，
公企業民営化と金融制度改革が政策方針となっている。だが先述したよう
に，財政赤字を充足するために発行された大量の大蔵省証券が，商業銀行
を含む短期金融市場において競争的金利で本格的に取引されていれば，ク
ラウディング・アウトによって短期利子率はもっと押し上げられたはずで
ある。むしろ，その多くは，政府のコントロールの効く非銀行部門に吸収
され，短期金融市場への圧迫は緩和されている。構造調整プログラムが推
し進めている大蔵省証券市場の活性化が思うように進捗していないた
めに，かえって直接的なクラウディング・アウトが緩和されているので
ある。
だが程度の問題があるにせよ，上記の要因がスリランカの金融市場に歪
みをもたらしているのは事実であり，中期的な改革の必要性は否定される
べきではない。しかし金融制度改革と自由化を推し進めれば，自ずと市場
が後からついて来るというようには容易に事態は進まないことにも注意し
ておかなければならない。むしろ改革が，スリランカの金融市場の未成熟
や歪みを表出させている側面が強い。これまで見てきたように，構造調整
プログラムがスリランカ経済の超過輸入需要を作り出し，輸出主導型の経
済成長政策の根幹をなす為替レート切下げ政策と対外自由化政策によっ
て，輸入インフレとなって表出する時，こうした歪みが高金利と銀行間信
用の変動性となって現れているからである。つまり現時点では，輸入イン
フレ体質の改善が他方で追求されない限り，こうした金融制度改革の有効
性も削がれろという関係にあるのである。しかしスリランカの取り得る選
択肢は限定されている。
①まず曰本のように，貿易・資本統制の下で，戦略産業育成に対する
選択的保護を行ったり，韓国のように，対外自由化と為替レートの調整を
行いながら国内的な選択的保護政策を組み合わせてゆく方式を，現時点で
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取りうる余地は極めて少ない。オイル・ショック後の累増する財政赤字の
下では，こうした保護政策は削減せねばならないからである。また隣国も
対外自由化政策をとっている以上，選択的輸入代替政策をとれば外資導入
は困難になるからである。さらに産業整備のためのプロジェクト援助が超
過輸入需要を作り出すからといって，その削減も外資導入を困難にしてゆ
く。
②中間財や投資財の輸入コストを引き下げ，相乗的な産業連関的投資
を促進するために，ＡＳＥＡＮは自由貿易連合化しているが，地政学上の
位置もあってスリランカには，こうしたパートナーは存在しない。むしろ
今後は，隣接するＡＳＥＡＮの自由貿易連合化などによって競争上不利な
条件に置かれてゆく可能性がある。
③地場産業の第２次的ネットワーックや資源利用型産業の形成が代替
策として考えうるが，スリランカでは製造業部門が公営化されてきたため
に，地元の「大手」資本の大部分は流通部門で活動しており，ビヘイビア
が短期的で生産的事業を営む企業家マインドに欠けている点が問題とな
る。これらの条件をかい〈ぐって，人材養成を含めて，中長期的な現地産
業の育成戦略を練るのはかなりの困難を伴うであろう。
Ⅷおわりに
これまで見てきたように，第２次構造調整プログラムは，公共部門の縮
小と輸出主導型開放経済化を目指した構造改革によって，スリランカの経
済構造を大きく変貌させてきた。いくつかの改革は目標を達成し，一定の
成功をおさめている。しかし1990年半ば以降，大きな困難に直面してい
ることも事実である。最後に，構造調整プログラムが直面する問題点につ
いて小括し，まとめに代えよう。
まず財政政策に関して，財政赤字削減政策，税制改革，福祉サービスの
効率化，公企業民営化という順に検討してきたが，９１年度に入って，公
ＩＭＦ・世銀の構造調整政策と途上国財政２３５
共支出削減政策はいくつかの限界に突き当たっていることが明らかになっ
た。第１に，公共支出のリストラクチャリングのために，行政改革や福祉
効率化などの削減努力が行われたにもかかわらず，経常支出と政府貸付の
削減は思うようには進んでいない。ある支出項目の削減が，玉突き状にし
て別の支出項目の増加をもたらしているからである。とくに問題となるの
は，福祉支出，国防費，公企業民営化に伴うリストラクチャリング費用で
ある。結局，歳出の削減は，資本支出の削減された分だけ実行された形と
なったが，それが可能になったのは，外国援助の伴わない資本支出を削
り，低利の外国借款に依存した産業インフラ整備に資本支出を絞り込んだ
ためである。公共支出削減政策は，こうした脆弱性を抱えている。
第２に，財政赤字のファイナンス方式として，大蔵省証券のオークショ
ン形式の発行と公開市場操作を導入したが，通貨供給量をコントロールす
る間接的金融政策手段として成功しているとは言いがたい。それは，確か
に中央銀行の政府信用を縮小するのにはある程度成功したが，大量の大蔵
省証券＝短期債の累積が，短期金融市場を圧迫し利子率の上昇圧力を作り
出すために，結局，政府のコントロールの効く非銀行部門に引き受けさせ
るしかない状況である。この非銀行部門の引受けは，これら基金の長期資
金供給を制限するだけでなく，大蔵省証券の第２次市場の発展条件が欠け
ているために，金融仲介コストを高くし，大蔵省証券の金利と他の金利の
動きを乖離させている。
第３に，財政政策にかかわる個別の改革も，それぞれ固有の問題を抱え
ている。まず税制改革は，理念的には正当なものであるが，租税優遇措置
の削減が思うように整理できないために一貫'性を貫くことができなくなっ
ている。しかも新たに導入された租税優遇措置も，明確な産業戦略の裏付
けに欠けている。次に福祉効率化についても，土地改革の結果，貧困層が
小土地所有者であるために自家消費所得の計測が困難であり，貧困線の設
定が難しいという問題を抱えている。また，それはスリランカ特有の「貧
困のわな」を作り出している。さらに公企業民営化について言うと，より
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収益性の低い公企業や赤字企業に民営化が及ぶようになってくるにつれ，
リストラクチャリング費用が嵩み，かえって公共支出削減政策の足かせと
なっている。問題は，それが短期的なもので終わるかどうかである。しか
し構造調整プログラムが設定する民営化方針は，短期間に，しかも商業的
経済的機能をもつ全ての公社．公企業を対象としており，こうした方針が
堅持されるかぎり前述の問題は避けられそうにない。
財政政策に伴う諸問題は上記の通りであるが，構造調整プログラムの根
幹にかかわる深刻な問題は，1990年半ば以降に生じた急激なインフレー
ションである。それは構造調整プログラムが抱える内的矛盾を表出させて
いるからである。まず第１に，構造調整プログラムは，織物・衣料を中心
とする工業製品の輸出を伸張させるのに成功したが，同時にプロジェクト
援助（外資流入）．外資導入による輸出主導型産業戦略・貿易と為替の自
由化などによって，スリランカ経済の輸入依存体質も高めている。第２
に，輸出競争力に見合った為替レートの切下げ政策をとろうとするが，そ
れを契機に，〈輸入価格上昇→卸売物価上昇→消費者物価の上昇圧力＞と
いう連鎖が生じて，輸入インフレをもたらしている。そのために名目為替
レートの切下げ政策は，かえって実質為替レートの上昇に帰結し，輸入を
ますます有利にするという悪循環を発生させることになっている｡そして
第３に，輸入インフレを抑制するために，中央銀行はドル買介入によって
外国為替を直接的に吸収してきたが，それはＭ１の供給増加圧力を作り出
してきた。そして，このＭ,の増加は，Ｍ２の増加をもたらして国内信用
拡大の基盤を提供し,消費者物価の上昇に影響を与えてきた｡このように，
<為替レート切下げ→輸入インフレ→中央銀行の為替介入→通貨供給量の
増加＞という悪循環が繰り返され，構造調整プログラムは根底から困難な
問題に直面することになっている。つまり輸出主導型成長政策の重要な構
成要素であるく為替レート切下げ政策〉と安定化政策の基本的部分である
くマネタリスト的政策＞との間に，容易には両立しない関係が現出して
いるのである。さらに言えば，こうした為替レート切下げ政策と輸入イ
ＩＭＦ・世銀の構造調整政策と途上国財政２３７
ンプレ体質の強まりは，スリランカの利子率の高さにも影響を及ぼし，ス
リランカの金融市場の未成熟さや歪みを表出させている。そして現下の金
融制度改革の実効性を危うくしているのである。
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